
 

第３回噴火湾ホタテガイ情報 (201２年) 発行日：平成２４年５月１４日 

函館水産試験場・栽培水産試験場・釧路水産試験場、胆振・渡島北部・渡島中部地区水産技術普及指導所 

 
図１．ホタテガイラーバの分布状況(５/７－５／９)、  

丸の大きさと添付数字はラーバ密度（個／㌧）、灰色曲線と数字は深度10mにおける等水温線と水温（℃）、 

棒グラフの縦軸は殻長(μm)、横軸は個体数。 

砂
原

尾
白

内

新
川石

倉

落
部

内浦

静狩 ﾋ
ﾞｶ

ﾞｳ
ｽ

礼
文

貫
別

川
ﾍ

ﾟﾍ
ﾟｼ

ﾚ
ﾄ

赤
岩

中
航

路

焼
石

ﾉﾔ
の

間

120m

240m

組合前

崎守

絵鞆

4000

5001000
2000

100 50 1

13
190
436

93

74

49
14

50
198
293

136
52

102

103

506

936

18

19
26

112
100

120

57

17

14

13
84

6

20

56
19

110

462200

7

5

33

118

1

12

37

256

16

26

78

281

64

466

310

142

22

2812

435
58

171
320

269

313490

390

164

1

297

177

108

724

0

0

0

0

室蘭
(5/9)

[37個／㌧]

0 5 10

130

160

190

220
250

280伊達
(5/8)

[14個／㌧]

0 1 2 3 4 5

130

160

190

220
250

280

虻田
(5/8)

[32個／㌧]

0 5 10

130

160

190

220
250

280 有珠
(5/8)

[34個／㌧]

0 5 10

130

160

190

220
250

280

豊浦
(5/8)

[257個／㌧]

0 50 100

130

160

190

220
250

280長万部
(5/9)

[57個／㌧]

0 20 40

130

160

190

220
250

280

落部
(5/8)

[21個／㌧]

0 5 10

130

160

190

220
250

280

森
(5/7-8)

[264個／㌧]

0 50 100

130

160

190

220
250

280

砂原
(5/7)

[185個／㌧]

0 50 100

130

160

190

220
250

280

八雲
(5/7)

[110個／㌧]

0 20 40

130

160

190

220
250

280

湾内沖合
(金星；5/7-9)
[348個／㌧]

0 50 100

130

160

190

220
250

280

湾外
(金星；5/7-9)

[35個／㌧]

0 5 10

130

160

190

220
250

280

 
 

【概要】 ５月７～９日に、函館水産試験場の金星丸により、噴火湾沖合のラーバ及び環境調査を行いました。深

度 10mの水温が６．５～７．０℃と比較的暖かい伊達～長万部の沖合に高密度のラーバ（390～2812 個／㌧）が観

察されました。５月上旬のラーバ密度としては、過去最高の種苗密度を記録した昨年(2011 年)よりは低いものの、

採苗が良好だった一昨年(2010 年)よりも高い状況です。主要なサイズは１４０～１７０μmとまだ小型です。今後、

水温の上昇に伴い、ラーバ密度の増大とラーバの成長が期待されます。 

５月３～４日の大雨の影響で、深度２０ｍ以浅の塩分が低くなっていますが(次ページ図２、３)、今のところ沖

合のラーバの出現には大きな影響は見られません。溶在酸素も最深地点(St34)の深度９２ｍでも６．２ｍL／Lと高

く、湾内に貧酸素水塊は観察されていません(次ページ図４)。 

各地区水産技術普及指導所の「ホタテガイ採苗情報」では、胆振・渡島両地区で生殖巣指数が低下しており産卵

は順調に進んでいるようです。沖合と同様に沿岸部でも小型のラーバが見られています。今後も、各地区水産技術

普及指導所の採苗情報を参考にして、採苗作業の準備をしてください。 

次回の全湾のラーバ及び環境調査は、５月２３日に、用船により実施する予定です。 

 

（連絡先：北海道立総合研究機構 函館水産試験場 調査研究部 管理増殖グループ 馬場・渡野邉・金森・佐藤）

この情報は函館水試のホームページからもご覧いただけます。http://www.fishexp.hro.or.jp/exp/hakodate/

沖合のラーバの出現は順調、比較的水温の高い伊達～長万部の沖合に多くのラーバが観察されました。

･St34 



 

【環境情報】 

最深地点の水温は、表層～深度20mは7.6～5.3℃と比較

的高く、それ以深で深くなるにつれて低下し深度70mmで

2.7℃です(図２)。溶在酸素は最深部でも6.2mL/Lと十分に

あり(図２)、湾内には貧酸素水塊は観察されません（図３

④、４）。貧酸素の目安は2～3mL/L(2.8～4.2mg/L)です。 
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図２．最深地点（St34）における水温・塩分・密度・溶在

酸素の鉛直分布(2012年5月9日) 
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図３．噴火湾縦断面(図４のL１)の環境変量分布 
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図４．海底上５ｍの溶在酸素濃度(2012年5月7～9日) 

 
【貝毒プランクトン情報】 

（麻痺性）図５に今年の麻痺性貝毒ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの出現状況を

過去と比較しました。表層で麻痺性貝毒ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ密度が増え

ています{森5/1(160個/L)、虻田5/7(80個/L)}。今後、各

水深帯でﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ密度が増加するようなら、出荷規制レベル

になる可能性があります。函館水試ホームページで“貝毒

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの調査結果速報”をチェックしてください。
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図５．麻痺性貝毒ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ（ﾀﾏﾚﾝｾ）の季節変化の年比較 

｛2007年は毒化が早くべビー（耳吊りの残り）の出

荷が規制された年、2011年は1995年以降で2004年

に次いで2番目の高毒化年｝ 

 

（下痢性）（図なし）下痢性貝毒ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝのｱｷｭﾐﾅｰﾀという

種類が5月3～4日のシケ後に急激に増加しました{虻田

(270～250個／L)、噴火湾西部はシケ後のﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査の予

定は5/14(八雲)}。その影響で噴火湾西部（渡島側）で自

粛規制が再度実施されました。今後、胆振側でも規制レベ

ルになる可能性があります。 

注）貝毒ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの出現動向とホタテの毒化の予測は非常に難しいものです。ここに記載した予測等は、過去のﾃﾞｰﾀ

を参考にしたものですが、外れる可能性もあります。それを念頭に、出荷計画等の参考にしてください。貝毒ﾌﾟﾗﾝｸﾄ

ﾝの調査結果速報は函館水試のホームページに掲載しています。 



 

【ホタテガイ卵巣卵質】４月９～１０日に、噴火湾各地区で養殖ホタテガイを採取し、卵巣卵質の評価を行いま

した。地区別卵壊死率は、伊達、虻田、森地区で１０％以下と低く、礼文、室蘭地区で２０％以上と高い結果でし

た（図６）。ただし、地区間の壊死卵率に統計的に差が認められるのは、礼文－伊達間および礼文－森間のみでした。 

今年の卵壊死率は、各地区の過去のデータと比較して低い地区が多く、全地区の平均卵壊死率は１４．０％でし

た（図７）。これは過去の全地区の平均卵壊死率より２ポイント以上低く、今年の卵巣卵質は良好だったと考えられ

ます。 

各指導所が毎週行っている生殖巣指数の調査結果では、今回の卵巣卵質調査の翌週（４月３週目）から生殖巣指

数の低下した地区があり、卵巣卵質の調査以降、速やかに産卵が始まったと推測されます（図８）。従って、今年は、

良好な卵質を保った状態で、ホタテガイの産卵が始まったと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．地区別ホタテガイ卵巣卵壊死率調査結果（４／９－１０）。縦棒は標準偏差。礼文－伊達間および礼文－

森間以外では、地区間の卵壊死率に有意な差は認められません（ウィルコクソン順位和検定、ホルムの方法による

多重比較）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７．平成２４年ホタテガイ卵巣卵壊死率と過去データ（平成１６～２３年）との比較。縦棒はブートストラッ

プ法による平均値の９５％信頼区間。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．噴火湾各地区のホタテガイ生殖巣指数の調査結果 

 

【卵巣卵壊死率について】ホタテガイ卵巣中の壊死した卵の割合は、採苗不良年や母貝の成長不良年に高い傾向

が見られ、母貝の卵質を反映していると考えられます。また、産卵が遅れた場合、壊死した卵の割合が大きく増加

することも知られています。産卵前のホタテガイ卵巣内の卵壊死率を調査することで、卵質の評価を行うことがで

きます。図９右の「核が赤く染まった卵」および「著しく変形した卵」が壊死した卵です。函館水産試験場では、

顕微鏡写真上で、壊死した卵の領域（面積）を測定し、卵巣内の「卵壊死率」を算出しています。 

 

図９．壊死した卵の少ないホタテガイ卵巣（左、壊死率３．２％）と壊死した卵の多いホタテガイ卵巣（右、壊

死率４３．２％） 

 


